
270 MHz核 磁気共鳴測定装置

さきに, 膝 液における生体分子の構造」と題 し

た小文 (理学部広報 ,49年 11月 )を寄せ,核磁気共

鳴 (NMR)が生体分子の構造研究に特に重要である

ことを述べた。幸いにその後,理学部から要望 して

いた特別設備費が ようやくにして認められ,昭和 51,

52年度にわたり,超伝導磁石を用いた NMR測定装
置 (学内共用 )が生物化学教室に設置されることに

決まった。昨年 10月 ,ブルツカー社のWH 270型 の

装置が入荷 し,数日後 lrcは,所定の規格 よりよい性

能でNMR潰1定ができるようになつた。
WH 270型装置は,写真で示すように,い くつか

の部分からなつている。右端に置いてあるのは,63.

5キ ロガウスの超伝導磁石である。超伝導 ノンノイ

ドは,内側デュワーの液体ヘリウムに浸っている。

ふつう一週間に一回 ,液体ヘ リウムを補給 し,外側

デュワーには液体窒素を二回補給する。気化したへ

リウムは,補集 したあと,ヘ リウムタンクに圧入す

る。一週間で,ヘ リウムタンク内の圧力が数 kg/

宮 沢 辰 雄 (生化 )

∝ピlFCな ったところで,パ イプラインにより,ヘ リ

ウム気体を低温 センターヘ回収する。 もう一年近 く

になるが,幸いに異常はなく,磁場 もきわめて安定

している。これは,低温センターよりの御援助によ

るところが大きく,感謝 している。

この磁石には,直径 5 cmの 中空部分が中心に通

つている。共鳴吸収浪1定用のプロープは下側からと

りつけ,試料管は上側から出し入れする。51年度で

は
lH核
フー リエ変換方式のプロープを購入 して使

用 しているが,"年度では, 130核 フ_リ エ変換方
式, lH核周波数掃引 。相関方式のプロープなどを

追加する予定である。これらのプロープではいずれ

も,試料管の温度を変えて制御できる。コンソール

(写真で左寄 り )の上部は三つの部分 lrcゎかれてい

る。左倶1にはN icoletの 1180型 コンピューター

(デ ィスク装置はジ年度 rC追加 ),中央には磁場の

調整制御装置,右 lllにはパルス発生装置 とデカッ

プリング装置が収めてある。テーブル中央にXYレ

軸

WH 270型 装 置 (撮 影 は 老 田 哲 也 )
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